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二 枚 貝 類 の 系 統 1： つ い て

瀧 庸

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 東 京 帝 國 大 學 理 學 部 動 物 學 教 室 　 　 　
’

　　　　　 　　　　　　 　　　　 （1） 名　 　　
’
稱

　二 枚貝類は從來，瓣鱈類 （Laniellibranchia，　B エAI∬ ILlx ）或 は斧足類 （Peleeypoda，
　GoLD ・

正町 sの，の 名で 廣 く知 られて ゐ る が
， 其他 に 無頭類 （Aeephala ，

　Cb’YIFsR ）， 鼠頭類 （Lipoeephala，

LA ）IKEsrER ），介殻類 （（）onchifela
，
　LA “t．i　RcK ）等の 名で 呼ぱれ る こ と もある。その 内 ， 瓣鰓

類 と は こ の 類が瓣鰓型 の 鰓 を持つ て ゐ る所 か ら名づ け られた もの で あ るが ， 原鰓 型 ， 絲饂型

等の 違 つ た類 も共に こ の 中に 含 まれ て ゐ る の で ，こ の 名は ゴ 枚貝類 を代表す る に 相應 しい 名

で はない。又 ， 斧足類 とは 足 の 形が 斧羝で あ る黜 に基い て ゐ て ， 腹足 ， 掘足 ， 頭 足類 と並 び ，

昆 蟲類の 翅 に よ る分類に 封應 して 軟體動物は足 に よ る分類 と云ふ こ とが 出來 て誠に 都合の よ

い 名で あ る。且 つ 他の 類 と明 に區別の 出來る特徴が表現 され て ゐ るか ら最 も廣 く用ひ られ る

名稱で ある。併 し中 vaは足が指 状や 更 に 進 んで紐 朕 を呈 する もの 或は 退化 し時 に 痕跡的 と な

つ て ゐ る も゜ S へ もあ つ て
， 鴛 は冖般 樋 す る順 で は な晦 ら：嫉 れ もこ の 類 を懐 す

・飾 貶 斑 次 嘸 頭黻 嫩 囎 酩 で あるが ， 二 枚蝋 囀 と名つ くべ き部分が

欲除 して ゐ る の で こ の 點は 一般 に 共通な性質で あ る か ら，こ れ に 對 して 前述 の 樣 な非難 を受

ける こ とは ない 。併 し無頭類の 名は元 來軟艦動物を 2 分 して 有頭類 （Coph乱lophora）と無頭

類 （Acephala）と に 大別 された 時の 名稱 で
， 腹足 ， 掘足 ， 頭 足 の 各類 と對等の 位置に 立 つ べ き

名稱で は なか つ たが其後 に 二 枚 貝類 の み を指 す樣 に 限定 きれた。介殻類 （Cenchifera）
．
は叉 r

雙殼類の 譯語 もあ つ て ；二放貝類 を指 す もの で あ るが ，
’
弛の 名稱の 如 く特徴が よ く表 は され て

ゐ ない 。その 爲 めか現 在で は
一
般に 用 ひ られ な い 。 こ れ に 反 し

“

二 枚貝 （bivalve）
”

の 俗稱

は東西の 別 を問はす 一般 に通 用 して ゐ て
，

こ の 名の 示 す特性は最 も入 目に觸れ易く， 旦 っ こ

の類 の 持徴が よ く表現 され て ゐ る。そ こ で 從來 ， 雙殻類 （BivaM の と云 ふ 名 もあつ て ， こ

れ は 以 前 に Zeologlcal　Record に も採用 され て ゐた程 で あ る。 其 の 爲めか最近 TIIELE （1926，

1934）は こ の 名 を使用 して ゐ る。併 し こ れ は元 來，二枚の 殻 を持 つ た類の 總稱 で あつ て ，二

枚貝類の み を示 す もの で はなか つ たが ， 共後に こ の 意味 に 限定 せ られ る樣 に な つ 疫 もの で あ

る。爰 に は便宜上
‘‘
雙殻類

’1
の 名を用 ひ て 置 く。

　　　　　　　　　　　　　　（2） 二 枚 貝 類 の 起 原

　
’
こ の 類の 系統に關 して は1從來幾多の 人 ゐ に よ つ て 論ぜ られたが 腹足 類や 勇足類等 と異 り．，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 225
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退化 的に 特殊化 した一群 で あるか ら形態學的 に本門の 他 の類 の 如 く其類縁關 係 を明 に する こ

とが困難で ， その 所論 も入 に よつ て 一致 しない 點が あ る。

　 嘗て こ の 類は 2 枚 の 殻の ある所か ら擬軟體動物 （Mollu鴕 oidea ）が 組先に 當る もの で はな

か らうか と考 へ られた こ とが あ るが L ．4GAZE −DKJTHrERS に よつ て こ の 外觀上の類似は偶然の

もの で ある こ とが 明か に され た。叉 L 姻 KE 訂 ER に よつ て其の 租先と考 へ られた　Rh αbdopteura

は G ．0 ．SARS （1866 ） に よつ て 苔蟲類 と考へ られ 、 現在 は翼饂類 （Pterobranchia》 に 編 入さ

μ礁 畩 つ
嚇 魄 い こ とが糊 した ・ 目下 嘘 他嬾 と の 蹴 結噸 け 構 な欄 種

が 發見され て 居 らない の で
， 此の 樣 に 單な る分類學的立 場の みか らは其 組先 を決定 しかね る。

　 家 に解剖 學的立場か らこ の類 の 系統を考察す る こ と が 出來る が
， 」魃 の 如 く退化的の饐制

で あ る ・ とか ら充分 な手懸 りを牒 幅 情に ある・・。・ 」・ ER ・・
’
G 　．（

・877）鶴 に 曜 系 囀
造 腫基 き燮 殻類 の 系 統 を論 じ， ζ の 組 i先 と見 倣す べ き もの は 現 生 鬢殻類 に 認 め られ る と相

同な神經中樞 を持つ もの でなければ な らぬ と考 へ

， 之 を現生軟體動物中に求め ると雙紳經類

（Amphhieura）．が それであ ると した．即ち食道罅經環 と是 よ り後走 す る sl＄k 　一對の 足紳經幹

（pedal　nerve 　G  rd ）及び 側神經幹 （pleural　nerve 　Gord ）と を具 へ てゐ る こ とは兩者全 く同樣、

であつ て 其近縁關係を認める と こ とが 出來 る。 こ れ よ り更に 前饂類 （Prosobranchia）の 榊纏

系を も誘導す る こ とが 轡奪尋の で 爾者の 縁が近 い こ と を示 す もの と した ．又 ， 雙殻類 と原始

的 な前騨 と随 癖 繭 趣 た心 室と ・箇の 心耳 と鮪 し濮 覯 各 ・ 一勤 獄 本SS・re
　　　　　　　　　 ご：1

’：
：i．  li毛．

相對 して ゐ る こ とは雨者の聞の 近 似を示 す もρで ある c 以 kの 所読 に よつ て雙殻類は雙紳經

類の 祗先 に近 繰の もの で はなか ら うか と想像 きれるわけで あ る。

　 之 に 反 し發生學上 の 事實か ら相當根本的な關係を知 る こ とが 出來 る。それ は 腹足 ・掘足兩

類と共に雙殼類は擔輪子の 形態が極 め て よ く類似 して ゐ る所か らこ の 3 類 は擔輪 子類似の 共

同の 祀先に 由來 した もの と考 へ られ る樣に な り，前扇爵形類 （Pr。rphipidog ］ossomorpha ）の

名で總括 された ，併 し他方に於 て 雙殼類 に は何れの 時期に も頭部の 形成 され る こ とが ない の

・ で 腹足類等 とは系統 を異に する もの で はなか ら弓か と考 へ る 入 もある e 何れに し て も發生學

土 か ら見 る と von 　JHERrvG が紳經系に 基 い て 近縁關係 を主張 した 雙神經類 とは餘程違 つ て

ゐ る こ とが明かに された。

．最近 E．　B ．LVDwm 　（1933）は ジ ヤ カ ウダ コ 屬 Ete｛i．frrva の 筋肉 よ りphosphagen を檢出 し從來

の 研究 を綜合 し之れが頭 足類全般 に存在す るもの と考へ
， 雙 穀類の イ タ ヤ ガ ヒ 屬 Pecten で

知 られ て ゐ る arginin 　phosphate （MEYERHOF ，
1928） と著 し く相違 の あ る こ とを指摘 し， こ

れ は雙殻類が進化の極 め て古い 時代 に既 に頭 足類， 腹足類等の 主流か ら分離 し て特殊 な方 向

に 發達 して 行つ た 爲だ らうと結論 して ゐ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
　 　 　 　 　 　 　 gN

　前述の 如 く色 々 の 設が あ るが雙穀翻は 腹足類及び 掘足類と共 に類似の擔輪子時代 を經過 す

霹i
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¶
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帥 r

る こ と や 其他饐制一kの 諸點か らこ の 3 類は互 に 他の 何れの 類 よ りも最 も類縁の 近 い もの と見

て よか ら う， 而 し て 他の 2 つ の類 と成體の 鶺制並 び に筋 肉の 咸分の 相逮等か ら進化 の 早 V ・時

代 に 既 に分化 し，
それか ら退 化的 に 特殊 な方向 に進んで 來た もの とす るの が妥當と考 へ られ

る
，

　　　　　　　　　　　　　　　 （3 ） 進 化 の 道 程

　雙殻類の 組先 と云 ふ べ き もの は現 在の 捲輪子 よ りは 更 に進ん だ形態 をして ゐた もの と想像

され て ゐ る。それは體の 兩棚が殆 ど石友化 しない 2 枚の ク チ ク ラ質の 被 U ‘で 包まれで ゐ て
，

これが 體の 前後に 發逹 した 筋肉で 結 び っ け られ て ゐ る。こ の 筋肉は 2 枚の ク チ ク ラ質 の 被ひ

を體 に 結び附け ると共 に その開閉 を も司 る もの で あつ て
， 其附着點の 部分か ら先づ ク チ ク ラ

質に 石友化 が 始 まり，それが全表面 に波及す る に 到つ て ク チ ク ラ質は衣第 に 縮小 して 左右爾

殼 の 間で 體の 背面に殘 つ た靱 帶と して 現 在で も保留 され て ゐ る。それか ら兩殻の 鋏縁に齒歌

突逸を生 じ雨殻の すれ る の を防 ぐ樣に な り，最 も原始的 な類で は同形 多數 の齒が 一直線に排
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くるみ がひ

列 し て ゐ たが （屏風貝類 Areace的 ， 次 に 殻頂 の 所 で 折れて 前後 に 分れ （胡桃 貝類 Nucu 】acea ），

最初 殻 頂 の 前後に跨 つ て ゐた靱 帶 （雙位 amphiclet ）は後方に の み限 られ る樣 （後位 opiSr

fhodeの に な り， 後 ， 家 第に鋏 面が 發達 して 各 銭齒 は特 殊 に 分化 し其の 數を減 じ （裂齒類

Schizodontft
， 異齒類 Heteredenta）途 に は之れが退化 し全 く溝失 しk もの （無面 ue　−Adape −

donta）もあ b，一中に は 更 に 二次的 の 齒 を形成 して ゐ る もの もある。

　原始的 な類 で は背面が比 較的 に 廣 か つ た か ら左右の 殻頂は遠 く離 れて ゐ た だ らうが （界風

貝類 ）後，次 第に體の 側扁の 度が 加は り殻 頂は互 に接近 して來 る樣に なつ た 。

　吻 は咽頭 と共 に 遞 化 し， 前閉殼勝 も直 ち に退化す る の で （單筋類 Mono コnyaria ）體 の 前牛

部 は著 し く短 縮され ， 之 に 反 して 後 孚部 は 大 き くな b後閉殻 筋の 發逹 と更 に urogenital

system の 後方 に移動す る こ と に よつ て 著 しい 影響 を受 け，こ の 部 分 は特殊 化 して 來 る
。 其結

果最初 は體 の 前端近 くに位 して ゐた 腦榊經節と側紳經 篩 とは次 第に 後退 し内臓紳經飾に接近

す る樣 に な b逾 に は後閉殻 筋の 附近で こ の 3 種の 紳經節が縮合 して 一塊 とな り爰に 』 大中椹

を形域 し，恰 も側内臓連繋が 潸失 して 内臓紳經篩 と足紳經篩 とが 直接連絡す る樣な奇 觀 を呈

して 來 る
1）。腹足類で は原始的 な もの か ら高 等 に 向ふ に 從 つ て 神 經節が體の 前方に縮合す る

の とは 正反樹の 現象 で あ る。

　頭部 に ある器 官と して は 2 對の 唇瓣 （labial　palps）が あ る ， そ の 中， 前唇瓣は腹 足類の 雙

鍋類 （Zeugobranehla）に ある頭 部の 襞と相 同な もの で ，後唇瓣は雙殻類 に特有な器官で ある

と老 へ られて ゐ る e

　原 始的 な腹足類は餘 り遐 動 を しなv・ もの で 蹠 面 に發達 した粘液腺 よ り出す分泌物は地 物に

1》　　丶Vム TSON （工93〔1）n
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固着 する に 役 立つ もの で あ る。 雙殼類 に於て も同樣 に踰部 に ある粘液腺が吸着の 目的 に か な

ふ 様 に 用ひ られ で來た．そこ で腺が訳 第に 犬 き くな b分泌量を増加 し，
こ れが直ちに 圖 ま わ

地物に糊着 す る樣に な り，爰に 足絲 （bYSSus）の 發生が あ つ た。次 い で 其先端が纎維状 を呈

し突出す る様に なつ て 來た。これ は 多 くの雙殻類で 認 め る こ とが 出來る事實で ある e 之 に 反

して 砂泥地 に棲息 して ゐ る種類で は其中に 潜入する か ら，附着叉 は固着に 必要な足絲腺は退

化 する樣 掲 な つ た が ， 術 ほ個體發生の 途中に は こ の腺が表 はれ で來る の で 系統的 に 古V ・器官

と見倣す こ とが 出來る 。

　體の前 端の 縮小 と共に 生殖楾は 足の 中，或は 更に 外套内に まで 押 しや られ る樣に な る の で
，

最初は圍心竇の 前端 と連絡 して ゐte生殖線は後方或 は腹面 に移動 し途 に は圍心 鬟の 漏 斗状開

口 の 簡所 或は腎臓に 開 口 す る樣 に な り叉 は全 く之等の 連絡 を失 つ て 單獨に腎門の 附近 に開 n

す る樣 にな る。

　外套が 1 對 ある こ とは こ の 類の特性で
， 原 始的 な類で は左右 の 外縁が互 に遊離厭態 （不等

筋 類 ， 多齒類）で あ るが ， 高等に 向ふ に 從つ て體の 後端で 兩縁が融合して 水 の 出入 を司る 孔

となり， 乏れが伸長 し て 水管を形成 し，2 本の 水管は種 々 の 程度に基部 よ り融合 し途 に は外

觀上 1本 とな り亘大な大 きさに なる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 x

　饂は こ の 類獨特の 發達 を途 げ て ゐ るが 最も原始的な類は雙鰓類 （腹足類）に 見 る樣な 1對

の 羽歌本饂で 饂葉は 互 に 遊離 して ゐ る（原鰓型 ）。 次 に こ の 饂葉が絲状 に仲長 し ， それが粕互

に繊毛盤 に よ り或は結締組織 に よ り結 び附け られた もの （絲鰓型） とな り， 更 に 饂絲は血管

を以 て 横 に 連結せ られ瓣膜歌 とな り其縁 は背面 に折れ返 つ て 外套及び 足の莖部 に附着 し （瓣

鰓型 ）， 或 る類 で は 本來の 鰐が 退化 し 2 訳 的 に 足 と外套 とを連ね る膜歌 の 鰓 （隔鰓 型）となつ

て ゐ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （4） 分 類 樣 式

．
以 上に 概詮 した雙殻類の 樣 々 の 特性に よ つ て 原始的の もの か ら高等の もの へ と移 り變る状

態を調 べ
， 之 に よつ て其系統を打ち立 て る こ とが 出來る。從來 これ等 の 諸標徴特に銃裝の Jlk

態 紳經節 ， 足の 形状 足絲腺の 發達 の 程 度 ， 生殖腺， 腎臓並 び に 心臓の 構造 ， 水 管及び 筋

肉の 發達朕態 ， 鰓 の 構造等に よつ て 多 くの 入 々 が分類樣式 を發表 した。併 し採用 する それ等

の 諸標徴が總 て 同一歩調 で 進 化 に 拌 つ て變 つ て ゐ ない か ら， 標徴 の 取 り方 に よつ て色 々 異つ

た結 果を生 み 出 して ゐ る。

　鋏裝は 固定的 の 標黴 で あつ て
，變化 す る場 合で も漸遷的で 且つ 其 の 程度 も僅 少で ある、又全

生 活果を通 じ て他 の 部分 に は著 しい 變 化が 起 つ て もこ の 部分は殆ど變化 しな）・ こ と並び に 閉

殼筋の 發逹 と互に 關聯 して ゐ る の で 重要な標徴と認 め る こ とが 出來 る、 こ s に 重點 を置い て

打 ち立 て られ たの が NEu ）IAYR （1891 ）の 分類 式で ある。こ れは貝殼 の み に よつ て 分類が 出來る

．f
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の で 便利 で あ b殊 tc古生物學者に 感興 を與 へ こ の方面に採 用 され叉一般 に も受 け．入れ ちれ る

樣 1ζな つ た 。 其後色 々 の 人 に よつ て 幾度か改訂が 施 され たが ，其 中最 も重要 な改革 は．B1皿 ER

が 馬鹿貝 亞 日 （Nactraeea）を帶 齒 口 （］）esnioclonta ）よ ゆ離 して異 齒 日（Heterod。qta ） に編

入 した こ と で あ る。更に DO い 肌 歯 （1912 ）は 耳EU 漁 YR の 分類式 を發展 させ て 系統上 に 「 新

生碕を開V ・たが 不幸 に して其’i’貌を完成せ す に 絡つ て レまつ た。そ の 大檬は第 ユ表 に示す通

りで ，全 艦 を生 態的 に 3 つ の 目 （order ）に 分ち， 更 に 之 を共他の 特微 を採用 して 細分 した
。

そ

の 内第 田 類は正常 の 類 （normal 　branch）で 普通水底に1棲息 し多少活灘に運動 すうもの で
，

共g慰先 越胡桃 貝類 〜Nucu1 臥 ｝e の に發 して ハ マ グ リ科 （Veneridae）に至るまで 系統的 に最 も

舮

一．L

　　　 異齒類

　 （HeterodOnta ）

　　　　 1
手Praeastartace 乱 ｛イ匕石 ）

　　・ 一
（。覦謹，a ｝

1

（。溜顯 1）

　　　t／　　　 ＼ ／

　 　　 　 fAetinodontacea （化 石 〉
−
　 　　 　 　　 1
　 　 　 　 　 　 　 胡 桃 貝 類

　 　　 　 　 　 （）
Tucu

］acea ）

　　　　　　1 ［正 常性 の 類 コ

大 野貝類

（M アacea ）

　　1

　　　　　　　　　 ，
羽 箒貝 科板 補蠣類　　蓑貝 科

（Ostreavea・）（Limidae ｝　
’
（Pinnidnc　t ）

．
［（Dreisse！iielae）3

　　　＼ 　 ／　　　　　　　　 1
　　 　 板屋貝類 　　　　　　　　　　　漆茶類

’
！

　　 （Pecti／laceta ）　　　　　　　　　　　　 （“lytilacea）

　　　　　亅　
’
　

．
　

” l　　 t− tt／・

第 1 表

　　 　 　 　 　　 　 砂 目貝類

　　　　　　　
馳
（PorOlnyacea｝

　　 　 　 　 　　 　 　 　fi
　　 無 靱帶 類 　　　 翕 貝 類

　（Adesiuaeea）　 （A ユlatinacea ）

　　　　 i
』
　　 i

　　 　 　 5
　　 十古辮鯉 類 （化 石 冫
　（PalaeGeoncha）
III ［穿 孔 性 の 類 ］

　　 　 帶霞類
　　〔DerLnコodonta ｝

Dousll，T，fiの 分 類 式 を示 す

屏風 貝類 　　　　
．
鶯貝類

（ArcaL ：ea 丿　　　　（1
’terittじea ）

　　i　　　　 I

i
H ［附着性の 類 ］

新 しく而 も最高度 に 發 達 した 類で ， 鋏裝 は

精 巧複雑 を極 め ， 前後兩閉殻筋は 均等に 發

達
’
して ゐ る。第 ［II］類 は 附着 性 の 類 （se ・

dentary　branch）で 一般 に 足絲が 發逹 し て ゐ

て ， こ れで
一
時的 に 或 は永續的 に 附着 し 叉

は殻の 一測で 固着 して ゐ る。その 爲め 體制

に 著 しい 變化が起 り前 閉穀筋及び體 の 前 の

部 分が退化 し ，
こ れ に對應 す る 部 分の殻 は

　 唯だ 單 に 耳趺或は翼状 とな る の み で 靱帶は他Q類 と異 吟鋏緻の 中央部 を占め 外套縁は多少融 一

・ 合 して ゐ る
。

こ の 類 らやは り前類 と同様 に 胡桃貝類に源 を發 した もの ．E 考 へ られ て ゐ る。第

　 ［IIII類 は穿孔性 の 類 （burro“ring
　brapch）で 多 くは砂 泥 岩石等 に 孔 を穿 ち其 申に棲息 して ゐ

　 る類 で
，共後 ，横臥 生 活 をす る樣に なつ て か ら殼が左右不等一5

“
　，．（pleurOconchs）となつ てゐ る

。

　大野貝屬（Mya ）の 場合 は最 も毒験祖先 の 時代 に 穿孔生 活 をして ゐた が 次 の時代 に ク テベ ニ 屬

　 （．410illis）或は共の 近 縁の 種類の 樣に 不等殻片 とな り， 再 び現在の 穿孔生活 に 歸 つ た が徇ほ

　 祺 先の 不 等 殻 片が 依然 と して 殘存 し て ゐ る の だ と云 ふ興味 あ る説 明 を下 して ゐ る。こ の 第
　 　 　 　 　 きnt れがひ

　 III 類は衣 垂貝類 （Solemyacea ）に 系統 の 源 を發す る もの と考 へ て ゐ る。ζρ 樣 に 1）OUVIL 誘
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 まて がひ

　 は
一
萩奇軸を出 したが ， 諸所 に 批判 が加へ られて ゐ る、例 へ ば馬刀貝屬 （飾 1儡 〕 と 1蝓 屬

　 とは系統を異に す る もの で マ テ ガ ヒ屬は第 III類に
，
1贓 8 屬は 第 1類の 異齒類に 屬 し多分，

　 日光貝類 （Tellinidae）に近縁な もの で
，

こ の 2 屬 の 類似は c   nvergence の 好例で あ ると考へ

　 た が現在 では マ テ ガ ヒ屬に近 縁なもの と され て ゐ る e

　　DALL （1895）は 多數の 現生種及び化 石種 に基 い て 貝殻の 特徴 ， 殊 に共の 靱帶の 構造 を捕 へ

　 て 之 を分類の 基 準に置 き全髓 を次 の様 に 3 つ の 目に 分けた。帥ち （1）原靱帶 目 （Prionodes．

　 macea ）， （2）異靱 帶目 （Anomal 〔Ulesmacea），（3）完靱帶目 （Teleodesmacea）の 3 つ で ，こ の

　分類式nyは 多くの 化石學者や米國の 學者の 支持を受け Zmrm の 古生物學教科書 に も採用 され

　て ゐ る。（1）原靱 帶目は 左右の 外 套縁は遊 離し，
一般 に 兩殻頂 は離れて 多少 に 拘 らず廣い背

　面 を具 へ
， 靱帶は樣 々 で ある が雙位 で稀 に 後位 で ある。 （2）異靱帶 目の 外套縁 は多少融着 し，

　水 管は よ く發達 し靱帶は後位 で 常に内面の 彈帶と明に境 され て ゐ る
。 左右殻は屋 々 不等片で

　鋏 齒 は發達 して ゐ なV・。（3）完靱帶目 の 外套縁は融着 して 水管を形成 し靱帶は後位 で 彈帯を

　有す る場合で も之 と區劃 され る こ と が な V・．こ の 内 （1）原靱帶目は DOVILLfiの 第 1 類の 原

　始的な類の 大部 分と第 II類の 全 部及 び第 III類の 古瓣蝿類 （Palaeoconcha） と を含み ， （2）

　異靱帶目は 第 III類の 翕貝類 （Anatlnacea ＝Laternulacea） と砂 目貝類 （Porornyaoca）と に

　相當 する もの で ， （3）完靱帶目は第 1 類の 異齒類 （Ileter〔xlonta ） と化石の Praeastartaeea

　及 び第 III類 の 大野貝類 （Myacea ）， 無靱帶類 （Adesmacea ）と に相當す る もの で ある 。

　　雙殼類の 鯑 の 構造が分類 の 標徴に な りは しない か と最初 に暗示 したの は LANKESTER （IS84）

　で ，その 以後數 人の 學者に よつ て，こ の 見地 か ら新 しv ・系統が打ち立 て らPtts　va　PELSENEER

（1906）に 至 っ て 完成 され尢 。 併 しこれ は主 と して RmEwoOD （1903 ）の 分類 式に よつ て ゐ る

　もの で 同 氏 の 提聡に か S る薪 名を廢 して 自己 の 設 立 に か S る名 囀 を以 て置 き替 へ ，隔鰹類

　（Septibranchia）を目 （order ）の 位 に 引 き hげ全體を 4 目 に 分つ て 面 目を一新 した ，との 分

類 式 に よれば原鰐型 の饂 を持 つ て ゐ る類 を （1）原鰯類 （Protobrancl 】ia）と云 つ て 最 も原始的

　な類 と考 へ
， 絲鰓型の 類を （2）絲饂類 （Filibranchia）と云 つ て更 に 進 んだ もの とし， 糊 型

闇
の もの を （3）眞瓣鰓類 （Eulamellibranchia）と云 つ て 雙殼類中饐制の 最 もよ く發達 した類 を

指 すもの で
， （4）隔鰓類 （Septlbranchia） は本來の 鰓 の 退化 と共 に隔鰓型 の 饂 の 發逹 を來 し　 ・

て ゐ る類で あ る。 こ の樣に鰮の構造 を基 準とすれば現 生種で は最 も簡單で 且 つ 論理的 で 其系

統 が分 り易 V ・か ら多 くの動物學者の 支持 を鯉 ｝
， 邦書に 於 て も動物學提要 （1918）を始め諸書

｛）

　に 採用 されて ゐ る。 こ の 樣 に 廣 く用ひ られ る樣 に なつ たが 徇ほ幾多の 難點 を含んで ゐ る。 こ

剛．

寮

、2） 黒 田 憩米 〔1929，
1933）。

3〕　LAUgKESPER＆ CUN皿 NGHA 亙 （1911）；Camb ・Nat．正jist・： P ム RKER ＆ HAS “
’
EU “

4）．　谷津直秀 （1923）．

‘い 
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駄

嚥

の 分類式に 對す る最 も有 力な反 對者は DA 　LL で あ っ て
， 翁貝群 （＝衣通 貝群 Laternulficea）

に屬 す る 1imiroa屬や ハ マ グ リ科に屬する Uallecntrdin屬 ， 牙貝群の Ve，giCom ：ya 屬は何れ も原

饌型で あ b ， 目．つ 蜷の 構造 は環境 に よつ て 非常 に變化する もの で ある こ とを指摘 して
，

これ

は少 しも分類上 の 基準と して 價値 の ない こ と を主張 した ，上 述 の 見界か ら DALL は異靱帶類

は反つ て 原靱帶類 に 近縁關係の ある もの と見傲 して ゐ る様で ある。併 し RIDEIS ・00b は 五AR −

K 踏 rER の 至囑に よつ て 上 記 の 問題 の 諸種 に就い て調査 した所が何れ も正 しく瓣鱈型の 饂で あ

る こ とを明か に して DAU ，の 反駁 に 答 へ た ． 以上 の 樣 に鰓 の構造 に基 い て 自然的な系統 を打

ち立 て る こ とが 出來 るが 其の 變化 は漸遷的で あ るか ら，その 間 に 明か な區劃を立 て る こ との

困難 な場合が ある。嘗 て絲醋類 と眞驪 類 と の 中聞型 の もの を
一團 と して 擬鶴 類 （Pseudo・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い た ほ がき

lftmellibiTanC｝］ia）の 名の 許 に 屋叛貝類 （Pecti　nacea ）と 板甫蠣類 （Ostreacea）と を含 めた こ

とが あ り，
こ の 樣 式 は CoOKE （1895）や PARKEE ＆ HAS “

’
肌 （1897）等に ょつ て採 用 され

たが，色 々 な中闇型 の存在に よっ て反 つ て 混雜 を來す こ と S な り，
PRI β  ER は途 に 之 を廢

し， 板屋貝類は絲鰓類 に板甫蠣類 は眞醐 類に 編入 した 。 其 の 爲め爰 に 不 自然な結果 を生 じ

羽箒貝屬 Pinna，蓑 貝属 L伽 α を板 屋，賜 PeCten，鶯貝羇 P診θ伽 か ら離 して こ れ よ りは縁の

遠い 石貝as　Unio， 丸 簾屬 Venttsと一
緒 に した こ とは非離 を冤れ る こ とは 出來な い 。元來 ， 絲

饂類 と 眞辮鰓類とは 別 k の 租先か ら 由來 した もの で はなV ・ に もt）　S は らす 雨者を劃然 と區

別 し よ 5 と した所 に 無 理
）
が ある

。 共の 他 に も種 々 不都 合 な點 が あ つ て 非難 さ れ た が，

舗黼 （A 。 ，mtid 、，），三触 科 （T ・ig。niidae）及び D ・・i… nid ・e 等 を轍 し系統上酣 を

一新 した 功 は 多と しなければな らぬ 。こ の 分類式を DoU 、｛LLfi の それ と比 較 しで 見 る と次

の 様 な關係に な る。

　　 原 鰓 類 ＝［封胡桃貝類十 LII日 古辮饂類

　　絲 鰓 類 一 ［・］1鸚讐覇｝・ ［・ ］｛難鷄：騨難｝

眞… ・衡罵回鞴 鬮 ｛鞴
　　　隔 鰓 類 ＝ ［III］砂 目貝類 （Poromyacea ）

　 更に DAI 」、の 分類式 と比較する と大體次 の 様な關係 になる。

　　　原靱帶類 ＝原蜷類十絲饂類

　　　完靱帶類 ＝ 眞辮 類一翕貝類

　　　異靱帯類＝ 隔饂類 十翁貝類

　 上述 の DA 猛 及び PELS   ER の 分類式 に は各 々 一長 一短 の あ．る．e とは卑れ ない 種で劇彑

5）　GUTSELI．（1929）
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且 つ 何れ も捨 て 鞭 點 が ある 諸 ・ で W 嘘 邸 一 （・932）は こ の 兩式 を折衷 して 係 縦

案出 しn ・それに 隷 ぱ糊 嫐 先づ D … の 式蹤 つ て （・）騰 帶・（2）完靱撒 3）黝 ．

勉驚糖 し・次 に 齣 儲 艘 第 ・諏 は嬲 ・鰤 擬me ・ ・目を配 し第 ・亜 綱・
．
は衣通 貝 目 （1aterllulaceの と隔腮目 と を置 い た 。

他方鯲 て 騰 ・絲 鰓 擬 糊 の 3 類を願 類 （P・… c … h・） と し他の 脚 娯 殻 類

（Heteroco的 ha ）とする分類式 もあ 乱 前者は閉殻筋の 1伏態 に よつ て雙筋類 （Dimyatia ）と不

等筋類 （A ・ia・Msaria ） と畸 ち ， 後龍 ・謄 の 盤 の 程躑 ・ 應 じて 無管類 （・コit，9，ip、。lli。ta
＝＝Asipho ！｝ata ） と有管類 （Sinuop 、t】liata＝ Siphonata）と に分ける。水 管の發逹 の 程度は重 要

鰾 徴で あ る が韆 的の もの で あ るか ら・
こ it・lcよつ て 自然的な飃 を立 ・ る ・ LP＃困難で

あ り， 叉閉穀筋の 趺態 も自然の 系統 と必 す しも一
致 しない の で ，現 争 こ の 分類式は専門家か

ら顧 られて 居 らぬ。

　KEUMAYER に端 を發 し DouvH 、誘 に よ つ て成長 した分類 式は更 に最近 の 系統學上 の 知識 を

加味 して T ・ ・ELE （・926 ）に よつ て 面 融 改 肱 ・ れ 鳳 れば孅 の 鷹 及 び 農近 哩 要 ，n
されて來た腎臟の 構造 に基V ・て 系統を立 て た もの で 其臨要

G）
は吹 の 通 りで ある。

　　 （1） 不等筋 目　AnisDmYaria ．

　　　　　　　 （ユ）　板甫蠣群　Osしreacea

　　　　　　　 （2 ） 波閻拍群 Anomiaeea
’

　　　　　　　 （3） 板屋貝群 Pectinaeea

　　　　　　　 （4） 鶯 貝 群 Pじeriacea ．
．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い　がひ

　　　　　　　 （5）　淡 茱 群　Myti］acea

　　 αD 　多齒 日　 Taxod 。 1血

　　　　　　　 （1）　屏風貝群　Arcacea

　　　　　　　 （2）　胡桃貝群 　Nuculacea

　　 （III）　．眞辮 目　Eulaniellibranchia

（1）

（2）

（3）

（4）

〈4）

裂齒亞 目

異齷亜 目

孚面亞 目

帶齒亞 目

　　　　　　　　　　異靱帶亞 目　　　　　　　　　　　 〃　 ）

こ の 分類式 の 特 黜 點は 色 k あるが 沈 づ PEL・E ・・
’
… の 眞麟 禰 顳 給 レ珮 盲者の 名

稱で 總括した こ と で あ る
t 鰻ρ構造 は漸澤的に 移行するもの で 爾類の 闇に劃 然た る境界を定

Schizodonta （3 群 を含む）

Heterodonta （11群 〃 ）

早
・mid ・p・d・ nta （2 群 ” ）

Desmodonta（5 群　　〃　 ）

9、

．鯛

6）　　瀧 　（1933）．
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め難 V・ ζ と，隔鰓類の 鰓 は瓣鰓型 の 特殊化 した もの で ある ζと に よつ て以 止の 鮮結を生 じた
．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｝す かd ；ぴ b

わ けで ，且つ 嘗て眞瓣鰐類 に 編入 ＄れ て ゐ る薄雄子類 （Pandoracea ）は隔鰓類に 極
．
め て 近 練

で 兩者 は 自ら特殊な一團を形成 す る もの で あ る か ら D 舳 L の 提稱 した 異靱鵜類め許 に綜合 し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
　 コ き

た。元來 こ の類が 自然的 の 一
群 で ある こ とは DAX’Ts （1933） も既に 認 め て ゐ る所で こ の 點 は

DALL の 分類式の 勝れた所 で あ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
厂

　嘗て TII皿 E （1926）の 考 へ た様に 附着生活 と銃齒 の 發達 しない こ と等 に よっ て 不等筋類 を

最 も原始的 と見徹す こ とは極め て 不 自然で あ る。それ は形態酌に見 て も胡桃貝類 の 鰮 は朋状

糊 。 足 。蹴 恥 醗 節、洛 吩 1匕し。寵最撫繍 奪。 よっ 螂 儲 、勺纐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．・．．−　ll乱 1

∵

と見做 さなければな らぬ か らで ある
。 又 眞瓣鰓類 に屬 する孚 面類 と帶幽類 とは何れ も不 自 、

然 th　一團で ， こ れ等 の 諸點 に 就い て 非難 を受け る餘地が充分 に あ礼 最近趣 町 凱 E （1934）は 、

・蒔 の 黥 留意 し・ ・ の 分鰍 蠍 詭 加 へ 驪 原廟 癲 鋤 徽 親 」 多齟 撮
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き zat ：れ biひ

初 に 据 え，屏 風貝 群 を．之 に 含 め た 。
PEI．SEXEER に よ つ て 亜 目 と して 取扱はれた衣 垂貝類

（Solem｝
・aeea ）は胡桃 貝群の 一科 に縮め られた。之 に絳ぐ不 等筋 目の 内容は以前 と同樣で あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　 ぢみ や がひ

るが排列 を變 更 し PELSEN朋 R に よつ て 設 け られた二 筋貝亞 目 （Diniyaeea）は 板屋 貝群 の

一科 に 止 め られた
。 眞瓣蝿 目に は牛面 亞 目を廢 し共大部分を異齒亞 目 に 編 入 し、帶齒 亞目 の

大部分 は新設 の 無面 亞 目 （Adapedonta ）の 許に 總括された； それ に裂齒 亞 目 と異靱 帶亞 目

とを加 へ て眞瓣鰮 目 の 許に 4亞 目が 設 け られ る こ と

一
kなつ た。泛 して 多 數 め群 」科 ・屬等

の 新設 に よつ て 相 互 の 系統的關係が 明か に され て 來た 。例 へ ば PELSENEER の 分類式 に 於

ける亜 淡茱亞 目 （Submytilacea）の 如 き系 統 上 不 明 な もの の 捨 て 場 所 で あつ た部 分 を開

拓 して それぞ れ適當 な群 （Stirps）に 分ち 自然的な位 置に 排列 した．併 し末 だ系稗上 異論の

多い 部分が伺 ほ共儘 に殘 されて ゐ る の で
， 詳細な1　 va亘 つ て は 不備な 所が 多タある。就 中 ，

異齒亞 目の Erycinacea （群）の 如 きは所屬不明 の
一團の 集 わで あ り，又 ，　 Dreissenhceaは嘗

　 い がひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
t．　t

て淡
．
茱類 に縁 が近い と されたが 肉體や 殻の 構造が著 し ぐ違ふ の で D α ML 凾 は之 を異齒類の

特殊化 した もの と認 め D ．｛ylS は乏に 反 對 し，望田 ELE はljva　DOUYI 五孟 の 考 へ va賛成 して 同

檬 に異齒類の
一
群 と して 取扱 つ て ゐ る 。 共他 ， 肉體の 構造の 充分に知 られて 居 らな い 種類等

が あつ て 詳細 な點に就 い て は系統上 取扱ひ に 困 る樣 な種 類もあ る の で 更に 今後の 研究 が期待

．きれ る わけで あるc 併 し THm エE の 分類式 tz　一覽 して 各類の 名稱 こ そ違 つ て ゐ るが大體の 系

統は PELSENEKRの それに類似 して 來で ゐ る 。
”“

　

一
　 ．　 、

　衣に 前羯の諸種の 分類 式 を並 べ 相互關係 を一覽表 に して 示す 。 尤 も湘 對 す る各類 の 内容 は

姦す し
’
S　一；致 する もの で はない が共大勢 を知る こ とが 出來る 。 數字は總て 本來の 排列の 順序

を示 す もの で ある。　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 、　 　 、　 、
皿
．
『
一
’MJ−

． 、
…
1
『
1
．『
1
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第 二 表 　雙 殻 類 分 類 樣 式 比 較
一

覽表

PELSENEER （1906 ） THIEI〕E （1934 ） DALI．（1895 ）
t

　 　 l
　　 （1 〕原 鰓 　目

　　　ll購 騾 ｝
　　 （ll〕 絲 鰓 　目

l　 l　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l
〔1 〕多 齒 目 Taxodouta

瓣

鰓

一
｛
（1｝

灘 驫 翻購 、

　　　　　　、、）屏蜘 、／ て 諜輪 襟 畿凱i．a

　　　　　　 （4 ）淡 菓 亞 目　 　 　 　 　 ‘1 ）淡 菓 群 Mytilaeea

毳r
旧

蝿 鑼匙 ＝ ゴ
2 ）鶯 貝 群 　  

（3 ）三角貝亞 目

類 i 〔III〕 眞 瓣 鰓 目
〕

　
一 ・一一…一・…一（1 ）板甫蠣亜 目

「

（3 ，板 屋 貝 群 Pectinacea 仁 筋貝瀚

（4 ）波 間 柏 群 Anomiaee 乱

｛5 ）　板 了肯　蠣 群　Ostreficea　　　　　一

（2 ）亜淡茱亞

　 　 　 Submy

（III）眞瓣鰓 目 EUId’　mellibranchia ＿

　　（P ）裂 齒 更 目 Schiz・d・1・t・．

（6 ）菊 猿 亜 目
一

（5 ）筑 貝 亞 日
一

　 （1）　三 角 員 君羊TrigOnacea

2 ｝石 貝 群 U 三1ionacea

異 齒 亞 目 Hetered 〔｝llta

1 ｝ 蝦夷 白尾貝群 Astartacea
2 丿 苫 屋 貝 群 Carditacea

　 　 ど よ 　 Lけみ

3 ）溝 蜆 群 9・ phaeriaeea
4 ）牙 貝 群 ls  ardiacea

5 ）CyPTinacea

6） Cyamiacea
7 ）Gaimardiacea
8 ）DreisseiLacea
9 ）伊 勢 肖貝群 1．ucinacea

10）　　Erycj！1acea

（11）菊 猿 群 Chamacea
　 　 ゴ る 　 ，

『
ひ

（4 ）丸簾亜 目（文蛤類）

一
（12）笊 貝 群 Cardiacea

　 　 　 26 　 ナ rtti
−．一

（13）丸 簾 群 Veneracea

（・ ） ・光貝朋 　
一 一

琴 z鞦 皆獺蓉揺鬻
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

／

　　　　　　　〔帶 齒 類〕ぐ
！

　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 （C ）無 面 亜 目　Adapedont 乱

　　　　　　 D 。、m 。d。。 t。
、 一

、　 t　l ）E 刀 貝 ff．S。 1。エ］a，ea
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

丶
＼ 　 　 　 　 tぬ Si ひ bめ

　　　　　 （7）大野貝亞 目　　＼　
’

‘2 ， 衣 纒 員 酵 Saxicavaeea

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3 〕 大 ．野 貝 群 Myacea
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4 ）’1、筒 貝 群 Gastrochaenacea

　　　　　 （8 ）無靱帯亞 目　　　　　　（5 ｝無 軽 番 群 Adesmacea

（））異靱帶亞 目 AnomalodeBm 乱ta ＿

　 　　 　 　　 （9 ）翕 貝 亜 目一

　　　　　　 〔lv〕 隔鰓 目
　 　 　 　 　 　 　 　 砂 目貝甄 目

一 　 L 　 l　 　 ［

第〔1）類 　第〔II〕類 第〔III〕類

　　　DOUVULLfi （1912）

　 　 　 （1 ）薄 帷 子 群 Pandoraoea

l　 　　 　　 　 　　 　〈＝ Aiiatinacea）
　 　 　 　 　 lt　ま　 ゆ 　s．．一『

（2 ）濱 木 綿 群 C】avagellacea

　 　 　 （3 〕砂 目 貝 群 Poromyacea　一

　

〕
ー

一
　

〔−

原

靱

帶

目

　
　
　
　
嗣

ゾ
一

9
同

o
山
う

聾冒
富

さ
Φ
爭

■

〔三 〕

完

靱

帶

目

凵
〕

Φ
一

 
O
衡
 

自o
昌
PgO

 

卯

て二 〕

異

靱

帶

月

　

卜
⇒
O

き
節
一

〇

自
Φ
Qロ

ヨ
ゆ
O
 

螢

‘

♂
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